
                                              

                           

第
五
節 

琉
球
銀
行 

一 

戦
後
の
通
貨
と
琉
球
銀
行
の
設
立 

 

沖
縄
の
戦
後
の
歴
史
を
通
貨
の
面
か
ら
み
る
と
次
の
四
期
に
大 

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

1 

一
九
四
〇
年
代
後
半
の
三
次
に
わ
た
る
通
貨
切
り
替
え
期 

 

2 

一
九
五
〇
年
代
の
Ｂ
円
時
代 

 

3 

一
九
六
〇
年
代
の
ド
ル
時
代 

 

4 

一
九
七
〇
年
代 

 

○ 

第
一
次
通
貨
切
り
替
え
。
一
九
四
六
年
四
月
、
Ｂ
円
と
新
日 

本
円
を
法
定
通
貨
と
し
、
旧
日
本
円
は
、
新
法
定
通
貨
と
一
対
一 

の
割
合
で
交
換
さ
れ
た
。 

○ 

第
二
次
通
貨
切
り
替
え
。
一
九
四
六
年
八
月
、
沖
縄
本
島
と 

周
辺
離
島
の
み
Ｂ
円
か
ら
一
対
一
で
新
日
本
円
に
切
り
替
え
ら 
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れ
、
奄
美
大
島
で
も
同
じ
措
置
が
行
わ
れ
た
が
、
新
日
本
円
の
不 

足
の
た
め
、
全
面
交
換
に
い
た
ら
ず
、
Ｂ
円
が
併
用
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
一
九
四
七
年
九
月
に
は
、
全
琉
的
に
新
日
本
円
と
Ｂ 

円
の
二
本
立
て
に
復
帰
し
た
。 

○ 

第
三
次
通
貨
切
り
替
え
。
一
九
四
八
年
七
月
、
Ｂ
円
軍
票
が 

唯
一
の
法
貨
と
し
て
全
琉
的
に
統
一
さ
れ
た
。 

  

第
三
次
切
り
替
え
に
先
立
つ
一
九
四
八
年
五
月
、
全
琉
的
金
融 

中
枢
機
関
と
し
て
琉
球
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。 

 

つ
ま
り
軍
政
府
は
、
通
貨
の
一
本
化
と
琉
銀
を
通
じ
る
通
貨
管 

理
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
を
収
束
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

当
時
、
本
土
か
ら
の
帰
還
者
の
所
持
金
は
、
一
人
千
円
以
内
で 

あ
っ
た
が
、
ヤ
ミ
の
持
ち
込
み
も
あ
り
、
密
貿
易
な
ど
と
相
ま
っ 

て
イ
ン
フ
レ
が
激
化
し
、
法
貨
二
本
立
て
で
は
、
イ
ン
フ
レ
抑
圧 

や
統
一
的
通
貨
操
作
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。 

 

琉
銀
設
立
と
Ｂ
円
一
本
化
に
よ
っ
て
新
日
本
円
の
流
入
が
と
ま 

り
、
そ
の
後
の
軍
政
府
予
算
の
均
衡
化
と
相
ま
っ
て
、
漸
次
イ
ン 

フ
レ
が
収
束
さ
れ
、戦
後
沖
縄
は
復
興
の
緒
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。 

        

琉
球
銀
行
五
支
店
の
処
置
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

 

大
蔵
省
は
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
、
琉
球
銀
行
に
対
し
、
五
支 

店
の
処
置
方
針
を
打
診
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
琉
球
銀
行
は
、
五
支
店
を
分
離
し
て
日
本
の
金
融 

機
関
に
引
き
継
ぎ
た
い
。
た
だ
し
、
五
支
店
の
行
員
九
十
名
の
地 

位
保
全
の
た
め
、
次
の
順
位
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
た
い
旨
を
提
案 

し
た
。 

 

(１) 

五
支
店
を
も
っ
て
大
島
地
区
一
円
を
営
業
区
域
と
す
る
新 

銀
行
を
設
立
す
る
こ
と
。 

 

(２) 

新
銀
行
設
立
が
不
可
な
ら
ば
、
新
信
用
金
庫
を
設
立
す
る 

 
 
 
 

こ
と
。 

 

(３) 

(１)
・
(２)
と
も
不
可
な
ら
ば
、
鹿
児
島
銀
行
支
店
と
し
引 

き
継
ぐ
こ
と
。 

 

こ
れ
を
受
け
た
当
局
は
、
新
銀
行
・
新
信
用
金
庫
設
立
は
、
い 

ず
れ
も
認
め
難
い
と
し
て
、
鹿
児
島
銀
行
へ
の
引
き
継
ぎ
を
決
定 

し
た
。 

 

そ
こ
で
、
当
局
か
ら
の
招
請
に
応
じ
て
、
川
添
常
務
取
締
役
が 

上
京
し
、
池
畑
嶺
里
琉
球
銀
行
総
裁
を
交
え
て
、
営
業
譲
受
問
題 

を
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、 

 

(１) 

五
支
店
の
資
産
・
負
債
の
一
切
を
引
き
継
ぐ
。 

二 

奄
美
に
お
け
る
琉
球
銀
行
五
支
店
の
設
置 

○ 

終
戦
に
伴
い
、
北
緯
三
十
度
以
南
の
南
西
諸
島
が
、
わ
が
国 

か
ら
分
離
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
、
大
島
・
古
仁
屋
両
支
店 

が
米
軍
政
府
に
接
収
さ
れ
、
同
年
十
一
月
両
支
店
を
母
体
と
し
て 

大
島
中
央
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。 

○ 

大
島
中
央
銀
行
は
、
翌
二
十
三
年
五
月
、
琉
球
銀
行
に
合
併 

さ
れ
、
琉
球
銀
行
の
大
島
支
店
と
古
仁
屋
出
張
所
（
二
十
四
年
五 

月
支
店
昇
格
）
に
な
っ
た
。 

○ 

そ
の
後
、
琉
球
銀
行
は
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
に
徳
之
島
支 

店
・
昭
和
二
十
六
年
十
月
に
沖
永
良
部
支
店
・
昭
和
二
十
七
年
四 

月
に
喜
界
支
店
を
開
設
し
、
奄
美
群
島
内
の
店
舗
は
、
五
支
店
と 

な
っ
た
。 

 

三 

琉
球
銀
行
か
ら
鹿
児
島
銀
行
へ
の
営
業 

譲
受
の
経
緯
と
契
約 

  

ダ
レ
ス
声
明
直
後
、
総
理
府
に
「
奄
美
大
島
群
島
事
務
引
継
連 

絡
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
受
け
入
れ
体
制
が
検
討
さ
れ
た
。 

       

(２) 

人
員
は
、
五
支
店
在
籍
者
九
十
名
中
六
十
名
を
引
き
継
ぐ
。 

 

(３) 

営
業
譲
受
日
は
、
奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
の
日
と
す
る
。 

こ
と
に
決
定
し
た
。 

 

鹿
児
島
銀
行
は
、
九
月
の
取
締
役
会
に
お
い
て
、
大
島
・
古
仁 

屋
・
徳
之
島
・
沖
永
良
部
・
喜
界
の
五
支
店
設
置
を
決
議
し
、
十 

月
七
日
支
店
設
置
認
可
を
申
請
、
十
月
二
十
八
日
認
可
を
得
た
。 

一
方
、
営
業
譲
渡
契
約
は
、
鹿
銀
案
を
一
部
改
修
の
う
え
、
十
月 

十
七
日
合
意
に
達
し
た
。 
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